
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 生業・食チームの発表の様子。回を重

ねるにつれ発表にも熱が入ってきました。 

ま 
す 

ざ 

わ 
鱒
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
だ
よ
り 

第
５
回
鱒
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
、

10
月
31
日
（
水
）
午
後
７
時
か
ら 

宮
守
老
人
憩
い
の
家
で
開
催
し
ま
す
。 

自
由
参
加
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
鱒
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

 

事

業

化

に

向

け

盛

り

上

が

り 

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
事
業
を
検
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９
月
26
日
（
水
）
に
、
開
催
し
た

第
４
回
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
策

定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
「
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
絞
り
込
む
」
を
テ

ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
に
話
し
合
っ
て

き
た
、
事
業
案
に
つ
い
て
、
内
容
の

練
り
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。 

 
「
集
い
・
に
ぎ
わ
い
」
チ

ー
ム
は
、「
～
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
ま
す
ざ
わ

～
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
鱒
沢
地
区
セ
ン
タ

ー
の
活
用
と
し
て
集
い
の

場
所
の
創
出
な
ど
に
つ
い

て
、「
子
育
て
・
移
住
促
進
」

チ
ー
ム
は
、「
鱒
沢
は
毎
日

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
♡
」

と
し
て
、
鱒
沢
の
地
域
を

活
用
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
つ
い
て
、
「
生

業
・
食
」
チ
ー
ム
は
、
「
笠

通
に
湧
き
た
る
清
水
の
里

！！
」
と
し
て
、
体
に
い
い

山
野
草
の
特
産
品
に
で
き

な
い
か
検
討
す
る
た
め
の

試
食
会
や
、
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
維
持
が
難
し
く
な 

っ
て
い
る
農
地
の
管
理
に

つ
い
て
、
「
暮
ら
し
・
お
互

い
様
」
の
チ
ー
ム
は
、
「
こ

こ
で
生
き
る
」
と
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
意
見

の
多
か
っ
た
外
出
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
、
高
齢
者

等
が
鱒
沢
で
住
み
続
け
る

た
め
の
方
法
に
つ
い
て
、

「
体
験
・
交
流
」
の
チ
ー
ム

は
、「
美
桜
人
（
び
ろ
う
ど
）

に
会
い
に
行
こ
う
会
『
お

ん
で
っ
て
が
ん
せ
』
」
と
し

て
、
農
家
の
女
性
を
『
美
桜

人
（
び
ろ
う
ど
）
』
と
い
う

造
語
を
作
り
、
地
域
の
人

材
の
再
発
見
や
再
評
価
を

行
う
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
「
自
然
・
景
観
・
地
域

資
源
・
郷
土
文
化
」
で
は
、

釣
り
大
会
や
環
境
整
備
に

よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 次

回
Ｗ
Ｓ
で
計
画
案
の
最
終
検
討 

計
画
策
定
向
け
た
最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

計
画
策
定
に
向
け
て
行
っ
て
き
た
鱒
沢

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
、
最
終
回
を
迎
え
ま
す
。
次
回
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
話
し 

合
い
を
も
と
に
作
成
し
た

計
画
案
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

アンケートの結果について 

分 析 と 概 要 の 報 告 

 

８
月
に
実
施
し

た
「
鱒
沢
地
区
の
暮

ら
し
と
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ

い
て
、
調
査
報
告
書

が
完
成
し
ま
し
た
。 

報
告
書
の
冊
子

版
が
欲
し
い
方
は
、

鱒
沢
地
区
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
地
区
セ

ン
タ
ー
ま
で
、
ご
連

絡
願
い
ま
す
。 

な
お
、
報
告
書
の
概
要
版

と
し
て
結
果
の
分
析
と
概

要
に
つ
い
て
は
、
裏
面
で

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。 回

答
い
た
だ
い
た
皆
様

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

重
要
な
資
料
と
し
て
活
用

す
る
と
と
も
に
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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鱒沢地区の地域活動について 

１ 昨年参加した地域活動 

 行政区ごとでは、すべての区で８割の方が役員もしくは一般参加として、地域活動に関わりを持
っているが、世代別に分析すると、20代及び 30代の不参加率が５割を超している。 

２ 地域活動別の参加度 

 活動ごとにみていくと、集会所清掃・整備が最も高く、回答者の 48％が参加している。環境整備
等に関わる活動への参加度が高い傾向にある。イベント活動では、リバーサイドまつりと躍進みや
もり祭への参加度が最も高いが、15％程度であり、自治会活動への参加度のほうが総じて高い傾向
にある。 

３ 役員や事務局経験 

 役員や事務局経験は、全体では 53％が「経験ある」と回答している。年代別で分析すると、40代
から 60代までは、役員や事務局経験がある方が６割を超しており、地域活動の中心を担っていると
考えられる。 

４ 生活するうえで、困ること不安なこと（表１） 

 「家の周りの除雪や草刈りが大変、心配」が 48％と最も高い割合であり、世代別に分析しても 10
代を除いた全世代で高い割合を示している。また外出環境に対する不安は、各世代でみてもばらつ
きがなく高い傾向にある。この２つの項目以外は、世代間で回答にばらつきがあり、自分や家族の
健康不安と、病気やけがをした時の対応に対する不安は、60代以上で高い傾向にあり、逆に、遊ぶ
ところや娯楽、給料が安く生活に余裕がないなどの項目は、50代から下の世代において相対的に高
くなる傾向にある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46%

37%

30%

28%

28%

23%

19%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

⑧家の周りの除雪や草刈りが大変、心配

⑬農作業や農地の管理が大変になってきた

⑨自分や家族の健康に不安がある

⑭病気やケガをしたときの対応が不安

⑪通学や通院、買い物など外出が不便

③遊ぶところや娯楽がない

②給料が安く、生活に余裕がない

回答者数417人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鱒沢地区の暮らしと地域づくりに関するアンケート 

調 査 報 告 書 （ 概 要 版 ） 
１ 調査の目的 

 今年度、鱒沢地区では将来にわたり、活力ある地域と安心して暮らせる地域を目指して、鱒沢地
区まちづくり計画」の策定に取り組む。計画の策定に先立ち、地域住民が考える「こんな地域にな
ったらいいな」や不安や課題に思っていることなどについての意見を聞き、計画づくりに反映させ
ることを目的として実施する。 

２ 実施期間 ８月２日から 15日まで 

３ 回 収 数 世帯回収戸数 277戸（鱒沢地区全世帯数 374世帯 ７月末時点） 

 回 収 率 74％ 

       個人回収票数 472票（鱒沢地区人口 920人 ８月時点※15 歳以上人口） 

         回 収 率 51％ 

 

生活するうえで、困ること不安なこと（上位７項目） 表１ 



 

 

地域づくりについて 

１ 住みよい地域であるために大切だと思う取り組み（表２） 

 生活するうえで、困ること不安なこととして、全世代で高い傾向にあった外出環境の整備が、住
みよい地域であるために大切だと思う取り組みとして最も高く、全世代で高い傾向であるが、特に
70代以上の世代では 60％以上となっている。「医療を受けやすい環境にする」、「地域の産業や農
業を活発にし、若い人の働く場をつくる」の２項目も、全世代を通して高いが、医療環境の整備
は、高齢世代になるにつれ高く、産業振興・若者雇用の場の創出は、若年世代になるにつれ相対的
に高い傾向となっている。また、男女別の分析では、外出環境の整備及び医療環境の整備の女性の
回答が男性の回答に比べて５％程度高く、産業振興・若者の雇用の場の創出については、男女の回
答に差異はみられなかった。 

 

 

２ どんな活動なら参加してみたいか（表３） 

 コミュニティ活動が最も高く、全世代で総じて高い傾向にある。そのほかの項目では、若年世代
ではスポーツ活動、70代以上では健康福祉活動が高いなど世代間で差異がある。本質問は、他の質
問に比べて有効回答数が少なく、「その他」の意見の中に、イベントや役をいくつも持つことによ
る負担感から、活動自体への拒否感を示す回答もみられた。 
 

 
 

 

 

住みよい地域であるために大切だと思う取り組み（上位７項目） 表２ 

どんな活動なら参加してみたいか 表３ 


